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環境経営方針

　５．　再生資源の積極的利用及び販売を促進します。

　６．　社員教育を徹底し、全社一丸となって活動します。

株式会社大一建設

代表取締役 幸田大作

　７．　環境経営方針は全社員に周知徹底させると共に社外に公表します。

　8．　若手の人材確保を推進します。

　上記の方針達成のために、目標を設定し、定期的に改善し、環境経営シス
テムを推進します。

     改訂日　　　2022年4月2日

徳島県阿南市宝田町平岡899番地4

　　　　環境負荷の低減を図ります。

　２．　環境関連の法規を遵守します。

　３．　CO2，廃棄物、水の使用量の抑制に努めます。

　４．　グリーン購入の推進を図ります。

② 　近年多発する大災害に対して、建設会社による素早い復旧作業が期待さ
れており、その社会的要請に応えられるよう訓練を強化します。

③ 　環境経営の継続的改善を図り、環境経営のステップアップを実践します。

環境保全活動

　１．　自社の事業活動が、環境に与える影響を常に観察、認識し、継続的に

基本理念

　現在の地球環境が危機的状況であることを認識し、未来の子供たち
に豊かな自然を残すため、環境に配慮しつつ自然に優しい事業活動
を継続する。

基本方針
① 　(株)大一建設は、今までの事業活動が地球環境への配慮に欠けていたこ

とを反省し、社員教育により環境意識の向上を図り、全社を挙げて環境負荷
の低減に努力します。
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事業者名
株式会社 大一建設
代表取締役 幸田　大作

所在地

制作者：幸田弘人

取組の対象組織・活動の明確化

環境管理責任者及び連絡先
環境管理責任者 幸田　弘人
環境事務局 幸田　由紀

本社 〒774-0045　　徳島県阿南市宝田町平岡899-4
産業廃棄物中
間処理場

〒774-0045　　徳島県阿南市宝田町井関302-1

設立及び資本金
設立 昭和57年1月12日
資本金 2,000万円

従業員数 14名
床面積 1,600m2

事業内容
土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業、

連絡先 TEL　0884-22-3960
FAX　0884-22-8989

事業の規模
売上高 建設業　　32197万円　　　産業廃棄物中間処理業　　1161万円

　　　・土木工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

ⅱ　産業廃棄物収集運搬業 徳島県知事許可番号　　3600033901号
許可年月日　　令和2年10月8日
有効期間　　　令和7年9月2１日

産業廃棄物処理（中間処理）業、産業廃棄物収集運搬業

許可関係
ⅰ　特定建設業許可 徳島県知事許可（特-23）第1907号

許可年月日　　令和3年7月2日
有効期間　　　令和8年７月１日

認証・登録の対象範囲：(全組織、全活動を対象とする)
・組織　　　本社及び産業廃棄物中間処理場
・活動　　　上記⑥事業内容のとおり

ⅲ　産業廃棄物中間処理業 徳島県知事許可番号　　3620033901号
許可年月日　　令和5年12月28日
有効期間　　　令和10年12月27日
事業の区分　　中間処理（破砕）
種類　　　　　　がれき類　　　　　　



⑨

⑩

→ 分別 → 破砕 → 分粒 →
↓
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製作日： R6.10.18

　破砕処理能力　　約240t/日（８時間）
・許可年月日：平成10年12月28日

ⅱ　　重機・運搬車両等

重機・運搬車両等の種類 容量・積載量 台数 備考

施設等 制作者： 幸田　弘人

ⅰ　　産業廃棄物処理施設（中間処理）

・破砕機(ガラパゴス)処理能力
　（コンクリート及びアスファルト破砕）

バックホウ 0.25m3 1
バックホウ 0.1m3 2

バックホウ 0.7m3 2
バックホウ 0.45m3 2

ダンプ 4t 1
ダンプ 2t 2

ブルドーザー 18ｔ 1
ダンプ 10t 2

破砕機 30t/時間 1 時間処理能力

処理工程

・破砕処理

ユニック 4t 1
重機搬送車 10t 1

コンクリート・アスファルトの受入 再生砕石

金属くず（有価物）



⑪　組織 　
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役割・責任・権限

社長

　・　環境経営に関する統括責任
　・　環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、等
　　　を用意
　・　環境管理責任者を任命
　・　環境方針の策定・見直し及び全従業員への周知
　・　環境目標の設定を承認
　・　代表者による全体の評価と見直しを実施
　・　環境経営レポートの承認

　・　環境活動実施計画書を承認

環境事務局

　・　環境管理責任者
　・　環境への負荷と取組の自己チェックの実施
　・　環境関連法規等取りまとめ表の作成・遵守チェック
　・　環境目標・環境活動実施計画書原案の作成
　・　環境活動実施計画の実績集計
　・　環境関連の外部コミュニケーションの窓口
　・　環境経営レポートの作成・公開

　・　経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

株式会社大一建設　　環境経営システム組織図

代表取締役(幸田大作)　

環境管理責任者(幸田弘人)　　

環境事務局(幸田由紀)　　

工務部(吉崎博文) 中間処理場(斎藤健吉) 総務部(出葉麻衣子)

・産業廃棄物収集運搬は工務部に属する。

　・　環境経営システムを構築し、実施し、管理
　・　環境法規取りまとめ表の作成・遵守チェックの確認・承認

　・　環境活動の取組結果を代表者へ報告
　・　教育訓練(緊急事態を含む)の実施を指示
　・　是正・予防処置の決定・指示
　・　環境経営レポートの確認

全従業員
　・　環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
　・　決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

作成日： 令和5年10月5日
作成者： 幸田弘人

部門長

　・　自部門における環境経営システムの実施
　・　自部門における環境方針の周知
　・　自部門の従業員に対する教育訓練の実施
　・　自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成
　　　状況の報告
　・　特定された項目の手順書作成及び運用管理
　・　自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、
　　　テスト・訓練・記録
　・　自部門の問題点の発見、是正、予防処置
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コンクリート

アスファルト 砕石 73.4

③ 自社元請の処分量(建設業関係)

廃棄物種類 処分方法 処分量（t）

破砕(砕石に再資源化) 451.35

アスファルト 破砕(砕石に再資源化) 49.06

（R5年度に処理した産業廃棄物）

① 　　　産業廃棄物中間処理
★産廃中間処理業で受託した産廃処分量

廃棄物種類 処分方法 処分量（t）

製作日 R6.10.18
制作者 幸田　弘人

処理実績

廃棄物種類 再資源化種類 処分量（t）

コンクリート 砕石 5344.66

コンクリート 破砕 5344.66

アスファルト 破砕 2809.2

アスファルト 砕石 2809.2

② 産業廃棄物収集運搬業の実績

廃棄物種類 再資源化種類 処分量（t）

コンクリート 砕石 542.32
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※本社事務所、工事現場、産廃処理場の取組目標(目安)は、各サイトについて、基本的に令和1～3年度の各年度ごとの全社
に占める当該サイトの割合を平均した数値を用いて、これを全社の目標値に乗じて算出している。ただし、二酸化炭素排出量
については、3年間のうち、特異な状況にあるとみられる令和1年度のデータを除いた2年間の数値を用いている。

二酸化炭素排出量(kg-CO2)
電気使用量(kWh)

環境経営目標(会社全体)
作成日： R6.10.18
作成者： 幸田弘人

・目標はH30年度を基準に、毎年0.5％削減としました。

項目
H30年度実績 R6年度目標 R7年度目標 R8年度目標

H30年度比3％減 H30年度比3.5％減 H30年度比4％減

水の使用量(ｔ)
地域清掃
グリーン購入

燃料使用量(L)
一般廃棄物排出量(ｔ)

100%

25,530 25,399 25,267

155
10回
7品

全社

本社事務所

工事現場

産廃処理場

燃料使用量(L)

全社
本社事務所
工事現場
産廃処理場

電気使用量
(kWｈ)

全社
本社事務所・
工事現場
産廃処理場

二酸化炭素排出量
(kg-CO2)

241,095 191,931 126%

157,263 128,704

83,832 63,227 133%

122%

水の使用量(ｔ)

全社

本社事務所

産廃処理場

地域清掃（回）
全社
(本社事務所)

60.4 73 83%

90.7 113

グリーン購入（品）

再生砕石の利用

全社
(本社事務所)

10
目標は達成。今後もこれまでの
活動を継続。
目標は達成。今後もこれまでの
活動を継続。

80%

☆総括
工事量比較のうえでも、概ね目標は達成できている。物価高騰が今後も長く続くことは確実なので、細
かな消費量の削減を心掛け、継続したい。

10 100%

7 7 100%

100% 100% 100%
全社
(工事現場)

再生砕石の利用

242,277
26,320
92,750
0.53

239,859 238,622 237,386

89,968 89,504 89,040
0.514 0.511 0.509

産廃リサイクル率(％)
自社

受託分
100%
100%

100% 100% 100%
100% 100%

100%

150.4 149.6 148.8
10回 10回 10回
7品 7品 7品
100% 100% 100%

※化学物質については使用の実態がないため、目標を設定していない。
※購入電力の排出係数(四国電力：0.528kg-CO2/kWh【環境省・経済産業省2018年度実績公表】)

R5年度環境経営目標とその実績(R5年6月～R6年5月)
作成日： R6.10.18
作成者： 幸田弘人

項目 目標 実績 達成率 評価と対応

一般廃棄物排出量
(ｔ)

全社
本社事務所
産廃処理場

産廃リサイクル率
(％)

自社
(工事現場)
受託分
(産廃処理場)

25,662 26,907 95%

13,728 14,322 96%

11,519 10,109 114%

150%
25,503 24,000 106%
0.517 0.428 121%

415 2,476 17%

90,431 70,691 128%
19,643 16,369 120%

目標は達成。今後もこれまでの
活動を継続。

100% 100% 100%

151.1 186 81%

工事量比較でも二酸化炭素排出
量を削減できている。

目標は未達成であるが、工事量
比較では概ね達成できている。
産廃処理場の電気使用量の増加
は夜間業務を連日行ったためで
ある。まずは、冬場のエアコン使
用を見直したい。

目標は達成できている。エコ運転
を徹底することは、安全に直結す
ることを肝に銘じて継続したい。

目標は達成できている。今後も地
道にこれまでの活動を継続した
い。
目標は達成できている。

目標は未達成。防塵対策のため
散水を行う機会が多かったことに
よる。これ以外での節水に努めた
い。

0.419 0.352 119%
0.098 0.076 129%

100% 100% 100%

45,285 30,250



作成日：R6.10.18
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令和5年度環境経営活動計画と取組結果
（R5年6月からR6年5月） 責任者：幸田弘人

活動項目 具体的活動 担当者
実施状況
(年間)

評価・指示

電気使用量の
削減

冷暖房の使用を控
える

総務部

○
近年の災害級の猛暑では夏場のエアコン使
用を控えることは難しい。冬場のエアコン使
用を見直したい。

使用する場合、
　　　　　　 夏場28度

△

冬場20度 ○

点検をこまめに行
う。

◎
点検は確実に実施している。オイル交換は
5000キロを目安に実施している。

水使用量の削減
こまめに蛇口を閉め
る。

総務部 ○
・節水意識が社員全員に定着し、取組はで
きている。（現場散水での使用が増加。）

こまめに消灯する ◎ 十分できている。

燃料使用量の
削減

低燃費走行を実施
する。

工務部

○ 低燃費走行の継続は、安全運転にも直結す
ることを肝に銘じ、アイドリングストップととも
に継続するよう周知した。

アイドリングストップ
を励行する。

○

地域清掃活動
道路・河川清掃に参
加する。

工務部 ◎ 積極的に参加している。

廃棄物の削減

再利用の徹底

総務部

○
まずまずできている。

購入時に再資源化
できる物を購入

○

用紙の両面使用 ○ コピー用紙の両面使用を周知している。

グリーン購入
の推進

再生材料から作られ
た製品を購入

総務部 ◎ 再生材料製品の購入に努めている。

再生資源の積
極的利用及び
販売

再生砕石の利用・販
売

工務部 ◎ 100％の使用を継続したい。

現場における
環境配慮

低騒音、低振動の
機械を使用

工務部

◎
低騒音・低振動の機械を購入、レンタルして
いる。

環境パトロールの実
施

◎
社長と環境管理責任者によるパトロールを
月1回実施している。

☆具体的活動日程：冷房時の設定温度(第一四半期)、暖房時の設定温度(第三四半期)。これ以外は通
年。

☆実施状況のチェック：8月　　11月　　2月　　5月

　評価：　◎　十分できている　　○　ほぼできている　　△　まだ不十分である　　×　できていない



作成日：R6.6.1

本社
工事
現場

産廃
処理
場

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○
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○

担当者
実施状況

(年間)
評価・指示

区分

○ ○

令和6年度環境経営活動計画
（R6年6月からR7年5月） 責任者：幸田弘人

活動項目

電気使用量の
削減

冷房時の使用を控
える

総務部使用の場合、夏28
度・冬20度

こまめに消灯する

具体的活動

○

水使用量の削減
こまめに蛇口を閉め
る。

総務部

燃料使用量の
削減

低燃費走行を実施
する。

工務部
アイドリングストップ
を励行する。
点検をこまめに行
う。

地域清掃活動
道路・河川清掃に参
加する。

工務部

廃棄物の削減

再利用の徹底

総務部
購入時に再資源化
できる物を購入

用紙の両面使用

グリーン購入
の推進

再生材料から作られ
た製品を購入

総務部

環境パトロールの実
施

☆具体的活動日程：冷房時の設定温度(第一四半期)、暖房時の設定温度(第三四半期)。これ以外は通
年。

○

○

☆実施状況のチェック：8月　　11月　　2月　　5月

　評価：　◎　十分できている　　○　ほぼできている　　△　まだ不十分である　　×　できていない

再生資源の積
極的利用及び
販売

再生砕石の利用・販
売

工務部

現場における
環境配慮

低騒音、低振動の
機械を使用

工務部

○



作成日：令和6年6月1日
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環境関連法規制等の遵守状況
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※環境関連法規制等の導守状況の定期評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

また３年間にわたって関係当局による違反等の指摘や訴訟はありませんでした。



・外部コミュニケーション
・変更等なし ・現行の実施体制は適切に機能しており、組織体

制の見直しは必要ないと考えている。

・法的要求事項の動向他

・苦情1件あり。是正処置
を実施し対処した。(上記
記載)

変更の必要性： 有 無

11

電力と水の使用量が目標
をクリアできなかった。近
年の猛暑では夏場の電
力使用量増加はやむをえ
ないと考えるが、冬場の
電力使用を削減したい。
水の使用量が増えたのは
現場散水のためであり、
それ以外の水の使用量
の削減に努めたい。

・石油価格の高騰は今後
も続くことは間違いない。
エコ運転は安全運転につ
ながることを全社員が肝
に銘じて、二酸化炭素の
削減に努めること。

・夏場以外の電力使用量の削減に努めること。こ
まめな消灯は徹底できているので継続したい。

・0災害を継続するためにも、安全に直結するエコ
運転を徹底すること。

変更の必要性： 有 無

(周囲の変化状況) (組織体制の見直し) (組織体制の見直し)

・児童の現場侵入を防ぐ
ために、マンガ看板設置
等の対策を他の現場でも
継続すること。

・今後児童が立ち入らないようパトロールを強化
すること。・是正及び予防処置の状

況 ・南海トラフ巨大地震に備えて資機材等を補充
し、各種訓練を実施すること。児童の現場侵入に関する

苦情が1件あったが、是正
処置を即座に実施し、以
後はなかった。予防処置
は、南海トラフ巨大地震
の津波来襲に備えて、避
難訓練を行った。

・下請会社の社員にもエ
コアクションの理念、環境
経営方針等を説明し理解
して貰うこと。

・数か所ある道路啓開担当場所を協力会社と共
に確認すること。

・近年多発する大災害に
備えてBCP訓練を継続す
ること。

(目標の達成度) (目標) (目標・環境経営活動計画)

環境管理責任者の報告
環境管理責任者のコメン
ト・提案

代表者

(取組状況の評価結果) (環境経営方針) (環境経営方針)

・法的要求事項の遵守状
況

変更の必要性： 有 無

法的要求事項は遵守して
いる。 【その他】 【その他】

代表者による全体の評価と見直し・指示(令和5年6月～令和6年5月)

作成日(実施日)： 令和6年10月18日
作成者(実施者)： 幸田大作

見直しに必要な情報 変更の必要性の有無・指示事項


